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Ⅰ 豊橋市の外国人児童生徒教育 

 
１ 外国人児童生徒教育のねらい 

以下に示す外国人児童生徒の姿をめざした教育活動の展開を推進する。 

・日本の学校生活に適応し、自尊感情や自己肯定感を高める [学校への適応、「自己肯定感」の涵養]  

・日本の学校で学んでいくための学習言語能力を身につける [「学習するための言語能力」の習得]  

・日本語学習の積み上げによって学力を向上させ、自らの将来を切り開く   [学力の向上] 

 

そのために ❶ 人的支援の充実を図る    ❷ 相談活動の充実を図る 

     ❸ 指導者の資質向上に努める  ❹ 校内体制の整備・充実を支援する   

 

２ 外国人児童生徒の支援体制                                                                        
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外国人児童生徒教育の概要 

 

 連携・支援 

保護者・家庭 

外国人  

児童生徒 

 在籍学級 

担任 
国際教室担当者 
外国人児童生徒教育 

担当者 

 管理職 

連携❹ 

 

・特別の教育課程
による    
取り出し指導     

・入り込み指導 指導 

 支援・助言 

学校 

 
■市多文化共生・国際課 
＊プレスクール事業 

＊アフタースクール事業 

＊不就学児童生徒への 

働きかけ      他 

関係諸機関 

■愛知県教育委員会 
＊日本語教育適応学
級担当教員の加配 

＊語学相談員の派遣 

 

 

●外国人児童生徒教育 
研究部 
＊教員の自主研修 

＊教材研究 

＊指導事例の提供 

        他 

 

支援 

❷相談活動 
＜外国人児童生徒 

相談コーナー＞ 
・外国人児童生徒教育 

コーディネーター 

＊保護者との教育相談 

＊編転入時の支援 他 

                

教育委員会学校教育課 

指導主事 

❶人的支援 
・外国人児童生徒教育コーディネーター 

・外国人児童生徒教育相談員 

・スクールアシスタント(SA) 

・登録バイリンガル(TB) 

＊日本語指導       ＊教育相談 

＊通訳・翻訳支援   ＊指導法支援 

＊プレクラス支援             他 

◇学事グループ 
＊編転入の手続き  ＊ＴＢの派遣管理 

＊就学援助手続き      

❸指導者の資質向上 
教員指導・研修     リソースルーム 
＊担当者研修      ＊書籍や資料の閲覧・貸出   

＊初心者研修      ＊教材の開発 

＊指導員巡回指導 

指導 

連 
携 

連携 

支援 

支援 

●外国人児童生徒教育推進委員会 
      学校関係者    指導主事 

関係諸機関   ＮＰＯ 
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３ 市教委の支援体制 

 市教委の支援には、児童生徒や保護者、担任や学校に対する「直接支援」と、それらを 

支える「間接支援」があり、「直接支援」では指導や相談に関わる人的支援を、また「間

接支援」では教材や翻訳文書の整備などを行います。 

 
 

 

 学校  担任・児童生徒・保護者 

直接支援 

◆在籍校への支援 

  ・通訳／翻訳  

・初期生活適応支援 

  ・日本語指導  ・教科支援 

  ・母語による教育相談 

・国際担当者への助言、支援 

◆外国人児童生徒相談コーナーでの 

  教育相談 

  

間接支援 

◆スクールアシスタントや登録バイリンガル支援の 

コーディネート 

◆翻訳文書の整備 

◆HP管理 

◆日本語指導カリキュラムや教材の研究・開発 

◆日本語リソースルームの企画・運営 

◆日本語に関する調査（語彙調査等） 

◆地域の支援機関との連携 

◆県、他市町村や外部機関、大学との連携 

豊橋市教育委員会の

支援体制 

直接支援の詳細 


